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2025 年度学会彙報 

１．総会報告 

出席者 10 名（委任状 30 名） 定足数を越え、総会が成立した。 

・総務報告（会員異動状況）が報告された。 

・2024 年度事業が報告された。 

・2024 年度決算報告、監査報告が承認された。 

・2025 年度事業計画案、予算案が審議され、承認された。 

 

２．第 18 回大会報告 

・日時：2025 年 8 月 7 日（木）13：20～16：45 

・会場：専修大学神田キャンパス 7 号館 3 階 731 教室 

・大会委員長：三浦 弘（専修大学） 

・プログラム 

12：40 受付 

13：10 開会の辞 

13：20-14：20 講演 

「音声学教育における Ear-Training Exercises」 

三浦 弘（専修大学） 

14：35-15：35 ワークショップ 

  「Nasometer・MDVP・ADSV の音声学研究への応用」 

  桐越 舞（大東文化大学） 

濱岡 佑帆（大東文化大学大学院） 

 15：50-16：35 研究発表 

  「文字間の視覚的類似性の定量化と応用分析：フェニキア文字・ギリシア文字・ 

ラテン文字における系統距離と類似度の関係」 

  木村 規高（筑波大学大学院） 

16：40 閉会の辞 

16：45 総会 

18：00 懇親会 

 

３．理事会報告 

2024 年度第 2 回理事会報告 

出席者：三浦理事、池田理事、石田理事、宇都木理事、岡田監事、永井監事（委任状 1 名）、城生顧問 

日時：2025 年 3 月 23 日（日）15:30〜16:30 

場所：Zoom によるオンライン理事会 

・第 18 回大会について審議した。 

・学会運営について審議した。 

・当日までの会員の異動状況が報告された。 

・2024 年度収支報告が行われた。 

・編集委員会からの報告が行なわれた。 



21 

 

2025 年度第 1 回理事会報告 

出席者：三浦理事、池田理事、石田理事、宇都木理事、岡田監事、永井監事（欠席者 1 名）、城生顧問 

日時：2025 年 6 月 29 日（日）15:00〜16:30 

場所：Zoom によるオンライン理事会 

・2024 年度事業報告について審議した。 

・2024 年度決算について審議した。 

・2025 年度事業計画について審議した。 

・2025 年度予算案について審議した。 

・第 18 回大会について審議した。 

・学会運営について審議した。 

・会員の異動および会計報告が行われた。 

・編集委員会からの報告が行なわれた。 

 

2025 年度第 2 回理事会報告 

出席者：池田理事、石田理事、宇都木理事、岡田監事、永井監事（委任状 1 名、欠席者 2 名） 

日時：2025 年 7 月 26 日（日）9:00〜9:40 

場所：Zoom によるオンライン理事会 

・第 18 回大会について審議した。 

・監事監査について審議した。 

 

４．編集委員会報告 

出席者：宇都木昭(委員長)、丸島歩、勝田浩令、金瑜眞 

日時：適宜 

場所：メール会議 

・第 18 回（2025 年度）大会に関して、匿名査読（3 名）の結果、研究発表 1 件とワークショップ 1 件が

採択された。 

・『実験音声学・言語学研究』（REPL）第 18 号に関して、寄稿 1 件の応募があり、編集委員会による審

議の上、寄稿 1 件が採択された。 

 

＊第 19 回大会 

2026 年の開催を予定しています。 

 

＊会費納入のお願い 

正会員の方は、年度内に年会費（一般会員 2,000 円、院生会員 1,000 円）を下記の口座に納入してくだ

さい。 

 

ゆうちょ銀行 

口座番号 00120-9-262862 

口座名義 日本実験言語学会 
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＜他銀行から振り込まれる方＞ 

銀行名：ゆうちょ銀行 

支店名：〇一九（ゼロイチキュウ）店 

支店番号：019 

口座番号：当座 0262862 

 

＊会員情報の変更に関して 

http://www.jels.info/membership.html に会員情報変更用の書類を UP しておきます。 

情報に変更がある方は、書類に必要事項をご記入の上、事務局宛にお送りください。 

 

役員名簿 

会 長 島田 武 

副会長 三浦 弘 

理 事 池田 潤（事務局、広報） 

理 事 石田 尊（会計） 

理 事 宇都木 昭（編集） 

監 事 岡田あずさ 

監 事 永井 正勝 

顧 問 城生佰太郎 
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（別紙） 

日本実験言語学会 総会資料 
日時：2025 年 8 月 7 日（木）16：45～17：00 

場所：専修大学神田キャンパス 7 号館 3 階 731 教室 
 
【報告事項】 
１．総務報告 
会員異動状況 

会員の種別 
会員数 

増減数 2023 年度末 
（2024 年 3 月 31 日） 

2024 年度末 
（2025 年 3 月 31 日） 

正会員 
（うち院生） 
（うち学生） 

62 
(10) 
(9) 

57 
(9) 
(4) 

-5 
 

賛助会員 2 2 0 
合計 64 59 -5 

 
２．2024 年度事業報告 
(1) 大会報告 
日時：2024 年 8 月 11 日（日）11：30〜17：00 
場所：筑波大学東京キャンパス文京校舎 121 講義室 
大会委員長：石田 尊（筑波大学） 
【受付開始】11:30 
【開会の辞】11:55 
【特別講演】12:00-12:50 
「実験音声学と一般言語学」城生佰太郎（筑波大学名誉教授・本学会顧問） 
【研究発表 1】13:00-13:40 
「現代土佐方言の連母音—東京方言母語話者と土佐方言母語話者の比較から—」 
 マインゴ クレモン（大東文化大学外国語学部日本語学科） 
濱岡佑帆（大東文化大学大学院） 
桐越 舞（大東文化大学） 

【研究発表 2】13:45-14:25 
「AI 技術を用いた文字体系識別の可能性について」木村規高（筑波大学大学院） 
【研究発表 3】14:35-15:15 
「事象関連電位から見た聴覚障害者の授受構文の読解—」鈴木皓太（本学会会員） 
 
【研究発表 4】15:20-16:00 
「慶尚南道方言における呼びかけイントネーション」 
ホワン・ヒョンギョン（筑波大学人文社会系） 
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【閉会の辞】16:05 
【総会】16:10 
【懇親会】 
 
(2) 学会誌の刊行 
『実験音声学・言語学研究』 
(英文名：Research in Experimental Phonetics and Linguistics)  
第17号 2025年3月24日 
特別寄稿 1 件 
 
(3) 役員会 
<第1回理事会報告> 
出席者：三浦理事、池田理事、石田監事（委任状2名）、城生顧問 
日時：2024年7月28日（土）16:00～17:30 
場所：Zoomによるオンライン理事会 
・新理事について審議した。 
・2023年度事業報告について審議した。 
・2023年度決算について審議した。 
・2024年度事業計画について審議した。 
・2024年度予算案について審議した。 
・第17回大会について審議した。 
・会員の異動および会計報告が行われた。 
・編集委員会からの報告が行なわれた。 
 
<第2回理事会報告> 
出席者：三浦理事、池田理事、石田理事、宇都木理事、岡田監事、永井監事、城生顧問 
日時：2025年3月23日（日）15:30-16:30 
場所：Zoomによるオンライン理事会 
・第18回大会について審議した。 
・今後の学会運営について審議した。 
・当日までの会員の異動状況が報告された。 
・2024年度収支報告が行われた。 
・編集委員会からの報告が行なわれた。 
 
<編集委員会報告> 
・第 17 回（2024 年度）大会に関して、匿名査読（2 名）の結果、研究発表 4 件が採択さ

れた。 
・『実験音声学・言語学研究』（REPL）第 17 号に関して、寄稿 1 件、論文 1 件 
の応募があり、編集委員会による審議の上、寄稿 1 件が採択された。 
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(4) その他 
・JELS 通信は No. 68～71 まで送信された。 
 
３．2024 年度決算報告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

項目 金額 備考
収入 前年度繰越金 267,902

正会員会費 67,000
賛助会員会費 0
入会金 2,000
大会参加費等 0
計 336,902

項目 金額 備考
支出 大会運営費 44,298 （茶菓、スタッフ弁当、zoomアカウント登録料など）

講演謝金 0
広告・通信費 9,392 （レンタルサーバーなど）
郵送費 0 （ポスター発送、学会備品郵送、切手）
振込手数料 330
人件費 23,210 （アルバイト代、ポスター作成など）
消耗品費 0 （封筒、用紙、テープなど）
印刷費 0
予備費 0
繰越金 259,672 2025年度へ繰り越し
計 336,902

収支差分 0

2024年度日本実験言語学会決算(案)
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４．2024 年度監査報告 

 
 
【審議事項】 
１．2025 年度事業計画 
(1) 第 18 回大会について 
日時：2025 年 8 月 7 日（木） 
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会場：専修大学神田キャンパス 7 号館 3 階 731 教室 
講演 1 件、ワークショップ 1 件、口頭発表 1 件 

大会委員長：三浦 弘（専修大学） 
 
(2) 学会誌の刊行 
・『実験音声学・言語学研究』第 18 号を刊行する。 
・原稿締め切りは 10 月末日とする。 
 
(3) 役員会 
・理事会を年 2 回、編集委員会を随時開催する。 
 
２．2025 年度予算案 
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編集後記 

 

『実験音声学・言語学研究』第 18 号をお届いたします。今号には本会顧問による特別寄稿 1 編が掲

載されています。ご高覧いただければ幸いです。 

私事ながら、私の編集委員長としての職務は今号の発行をもって最後となります。小規模な学会に

おいて運営の一端を担うことは、学会や学会誌の存在意義そのものに向き合うことでもある――それ

が、この職務を通じて得た私自身の大きな気づきでした。そこで向き合った結果として出す答えは、

人により様々だろうと思います。 

結びに、これまでご寄稿いただいた執筆者の皆様、ご尽力を賜りました編集委員、学会執行部、そ

して本誌を支えてくださった会員の皆様に、心より感謝申し上げます。（A.U.） 
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